
JP 2009-199034 A 2009.9.3

10

(57)【要約】
【課題】消費電力の増加を抑えつつ、画素が備える画素
容量の充電率を均一にする駆動回路を提供する。
【解決手段】互い直交する複数の映像信号線および複数
の走査信号線の各交点に位置する画素に、共通して設け
られる対向電極ＶＣＯＭの電位が２つの値の間で反転す
る表示装置に備えられ、上記各映像信号線には個別にス
イッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線
されており、上記各スイッチを切替えることによって、
上記複数の映像信号線のうち１つの映像信号線を順次選
択し、当該選択した映像信号線に対応する映像信号を、
当該選択した映像信号線に出力する駆動回路であって、
上記対向電極ＶＣＯＭの電位が高い方の値から低い方の
値に反転した直後に選択する上記映像信号線への上記映
像信号の出力時間を、それ以降に選択する上記映像信号
線への上記映像信号の出力時間よりも長くする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互い直交する複数の映像信号線および複数の走査信号線の各交点に位置する画素に、共
通して設けられる対向電極の電位が２つの値の間で反転する表示装置に備えられ、
　上記各映像信号線には個別にスイッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線
されており、
　上記各スイッチを切替えることによって、上記複数の映像信号線のうち１つの映像信号
線を順次選択し、当該選択した映像信号線に対応する映像信号を、当該選択した映像信号
線に出力する駆動回路であって、
　上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転した直後に選択する上記映像信
号線への上記映像信号の出力時間を、それ以降に選択する上記映像信号線への上記映像信
号の出力時間よりも長くすることを特徴とする、駆動回路。
【請求項２】
　上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転した直後に選択する上記映像信
号線への上記映像信号の出力時間と、それ以降に選択する上記映像信号線への上記映像信
号の出力時間との差を、１つの上記映像信号出力線に接続される映像信号線の本数が多く
なればなるほど、大きくすることを特徴とする、請求項１に記載の駆動回路。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の駆動回路を備えた液晶表示装置。
【請求項４】
　互い直交する複数の映像信号線および複数の走査信号線の各交点に位置する画素に、共
通して設けられる対向電極の電位が２つの値の間で反転する表示装置の駆動方法であって
、
　上記各映像信号線には個別にスイッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線
されており、
　上記各スイッチを切替えることによって、上記複数の映像信号線のうち１つの映像信号
線を順次選択し、当該選択した映像信号線に対応する映像信号を、当該選択した映像信号
線に出力し、
　上記映像信号を出力する際には、上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反
転した直後に選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間を、それ以降に選択す
る上記映像信号線への上記映像信号の出力時間よりも長くすることを特徴とする、表示装
置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の駆動回路に関するものであり、特に、対向電極の電位を反転
駆動し、かつ、画素に接続された複数の映像信号線が束ねられて映像信号駆動回路の出力
に接続され、映像信号を時分割して各映像信号線に出力する駆動回路、当該駆動回路を備
えた液晶表示装置、および、その駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置においては、互いに直交する複数の走査信号線（以下、ゲートラインと称
す）と複数の映像信号線（以下、ソースバスラインと称す）との交点において、画素がマ
トリクス状に２次元配置されているが、近年、この液晶表示装置の駆動方法として、複数
のソースバスラインを束ねた組ごとに、１つのビデオラインを接続し、ソースドライバが
、ビデオラインを介して各ソースバスラインに映像信号を時分割して出力する駆動方法が
知られている。
【０００３】
　以下に、上述の駆動方法について、図５を参照して説明する。図５は、液晶表示装置１
００におけるソースバスラインとソースドライバとの接続を示すブロック図である。なお
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、図５に示す液晶表示装置においては、例として、１２本のソースバスラインを１組とし
て、各組ごとに１つのビデオラインが接続されている。
【０００４】
　図５に示すように、各画素に接続されたソースバスラインＳＬｍ～ＳＬ（ｍ＋１１）（
以下、総称する場合はソースバスラインＳＬとする）は、スイッチＳＷｍ～ＳＷ（ｍ＋１
１）（以下、総称する場合はスイッチＳＷとする）を介して、ビデオラインＶＬｎ（以下
、ソースドライバ１１０に接続する全てのビデオラインをビデオラインＶＬと称する）に
接続されている。ここで、ソースドライバ１１０が、ソースバスラインＳＬｍに、映像信
号を出力する場合、スイッチ制御部１２０は、スイッチＳＷｍをＯＮするハイレベルのス
イッチ制御信号ＳＣｍ（以下、全てのスイッチ制御信号を総称する場合は、スイッチ制御
信号ＳＣとする）を、スイッチＳＷｍに出力する。スイッチＳＷｍは、ハイレベルのスイ
ッチ制御信号ＳＣｍを入力すると、ビデオラインＶＬｎとソースバスラインＳＬｍとを導
通接続させる。さらに、ソースドライバ１１０は、スイッチＳＷｍの切替わりに応じて、
映像信号をビデオラインＶＬｎを介してソースバスラインＳＬｍに出力する。このとき、
スイッチ制御部１２０は、ローレベルのスイッチ制御信号ＳＣ（ｍ＋１）～ＳＣ（ｍ＋１
１）を出力し、スイッチＳＷ（ｍ＋１）～ＳＷ（ｍ＋１１）をＯＦＦにしている。これに
より、ソースドライバ１１０からの映像信号が、ソースバスラインＳＬ（ｍ＋１）～ＳＬ
（ｍ＋１１）に出力されることはない。
【０００５】
　次に、ソースドライバ１１０が、ソースバスラインＳＬ（ｍ＋１）に、映像信号を出力
する場合は、スイッチ制御部１２０が、スイッチＳＷ（ｍ＋１）をＯＮするとともに、ス
イッチＳＷｍ、およびＳＷ（ｍ＋２）～ＳＷ（ｍ＋１１）をＯＦＦにする。ソースドライ
バ１１０は、スイッチＳＷ（ｍ＋１）の切替わりに応じて、映像信号をビデオラインＶＬ
ｎを介してソースバスラインＳＬ（ｍ＋１）に出力する。このように、スイッチ制御部１
２０が、スイッチＳＷｍ～ＳＷ（ｍ＋１）を順次切替えることにより、映像信号が出力さ
れるソースバスラインを選択し、かつ、スイッチＳＷｍ～ＳＷ（ｍ＋１）の切替えに応じ
て、ソースドライバ１１０が、選択されたソースバスラインＳＬに対応した映像信号を、
ビデオラインＶＬｎに出力する。これにより、ソースドライバ１１０は、ソースバスライ
ンＳＬｍ～ＳＬ（ｍ＋１）に、ソースバスラインＳＬｍ～ＳＬ（ｍ＋１）の各々に対応し
た映像信号を時分割に出力することができる。
【０００６】
　以上のように、図５を参照して説明した駆動方法を用いた液晶表示装置１００において
は、ソースドライバ１１０に接続されるビデオラインＶＬの本数は、液晶表示装置１００
が備えるソースバスラインの本数よりも少なくなる。これにより、ソースドライバ１１０
に直接ソースバスラインＳＬを接続する場合に比べ、ソースドライバ１１０の回路構成を
簡略化することができる。
【０００７】
　また、上述した駆動方法とは別に、液晶表示装置の他の駆動方法として、対向ＡＣ駆動
と呼ばれる駆動方法がある。この対向ＡＣ駆動とは、所定のタイミング（例えば、水平走
査期間）ごとに、画素が備える対向電極の電位を、ハイレベルとローレベルとの２つの電
位間で交互に切り替える駆動方法である。なお、この対向ＡＣ駆動においては、対向電極
の電位の切り替えに応じて、対向電極と画素電極との電位差の極性が反転するように、ソ
ースドライバは、映像信号の電圧を切替える。このように、対向電極と画素電極との電位
差の極性を反転させることにより、表示焼つきと呼ばれる、対向電極の画素電極との間に
挟まれた液晶素子の傾きが固定してしまうという問題を防止することになる。
【０００８】
　以上の図５を参照して説明した駆動方法と、対向ＡＣ駆動とを組み合わせることにより
、液晶表示装置１００は、各々の駆動方法が備える利点を兼ね備えることができる。
【０００９】
　しかしながら、上記の２つの駆動方法を組み合わせた場合、液晶表示装置１００に新た
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な問題点が生じる。以下に、図６および図７を参照して、２つの駆動方法を組み合わせた
場合の問題点を説明する。図６は、対向電極の電位がハイレベルからローレベルに変化し
た際の、ビデオラインＶＬｎ、ソースバスラインＳＬｍ～ＳＬ（ｍ＋１１）、スイッチ制
御部１２０からのスイッチ制御信号ＳＣｍ～ＳＣ（ｍ＋１１）の、電位の変化を示す説明
図である。図７は、図５に示すスイッチＳＷｍ～ＳＷ（ｍ＋１１）の構成を示す説明図で
ある。
【００１０】
　図６の説明図においては、対向電極の電位がハイレベル（５．０Ｖ）からローレベル（
１．０Ｖ）に切替わった後の、最初に映像信号が出力されるソースバスラインをソースバ
スラインＳＬｍとしている。
【００１１】
　図６に示すように、時間ｔ１からｔ２にかけて、対向電極の電位が５．０Ｖから１．０
Ｖに替わり、対向電極の電位の切替わりに応じて、ソースドライバ１１０（図５参照）が
、ビデオラインＶＬｎの電位を１．０Ｖから５．０Ｖに切替える。この時間ｔ１からｔ２
までにおいては、画素が備える画素Ｔｒ（ソースにソースバスラインＳＬが接続されたＦ
ＥＴ）はＯＦＦの状態（全ての走査信号線が選択されていない状態）であり、さらに、全
てのスイッチＳＷもＯＦＦの状態である。そのため、ソースバスラインＳＬは、画素およ
びビデオラインに接続されていないフローティングの状態となる。ここで、同図に示すよ
うに、フローティング状態にあるソースバスラインＳＬは、対向電極の電位が４．０Ｖｐ
ｐ降下したことに影響を受けて、ソースバスラインＳＬの電位も４．０Ｖｐｐ降下する。
時間ｔ１以前において、ソースバスラインＳＬが１．０Ｖの映像信号が出力されていたと
すると、時間ｔ２において、ソースバスラインＳＬの電位は、－３．０Ｖまで降下する。
【００１２】
　次に、図７を参照して、ソースバスラインＳＬの電位が－３．０Ｖとなった場合におけ
るスイッチＳＷの動作を説明する。同図に示すように、スイッチＳＷは、ｎ型トランジス
タ（図７においてはＦＥＴ）であるサンプリングＴｒ１３０、およびｐ型トランジスタで
あるサンプリングＴｒ１３１（図７においてはＦＥＴ）より構成されている。サンプリン
グＴｒ１３０および１３１のゲートには、スイッチ制御部１２０より、ハイレベル（１０
Ｖ）またはローレベル（０Ｖ）のスイッチ制御信号ＳＣが入力される。ここで、サンプリ
ングＴｒ１３０は、スイッチ制御信号ＳＣが１０ＶのときにＯＮし、スイッチ制御信号Ｓ
Ｃが０ＶのときにＯＦＦとなる。なお、図７においては、スイッチＳＷがサンプリングＴ
ｒ１３０およびＴｒ１３１を備える構成を示しているが、スイッチＳＷがサンプリングＴ
ｒ１３０のみを備える構成であってもよい。
【００１３】
　ここで、図６に示したように、時間ｔ２において、ソースバスラインＳＬの電位が－３
．０Ｖとなると、スイッチ制御信号ＳＣが０Ｖであったとしても、サンプリングＴｒ１３
０のゲート電圧に対して、ドレイン電圧が低くなるため、サンプリングＴｒ１３０がＯＮ
してしまう。結果、スイッチ制御部１２０が、スイッチＳＷに対して、ＯＦＦとなるスイ
ッチ制御信号ＳＣを出力したとしても、スイッチＳＷがＯＮの状態となる。
【００１４】
　この後、時間ｔ３において、スイッチ制御部１２０が、１０Ｖのスイッチ制御信号ＳＣ
ｍをスイッチＳＷｍに出力し、ソースドライバ１１０が、映像信号をソースバスラインＳ
Ｌｍに出力する。ここで、既に説明したように、時間ｔ２において、スイッチＳＷ（ｍ＋
１）～ＳＷ（ｍ＋１１）もＯＮとなっているため、ソースドライバ１１０からの映像信号
が、ソースバスラインＳＬｍ以外のソースバスラインＳＬに、短時間ではあるが流れるこ
とになる。ここで、本来、ソースバスラインＳＬｍだけに出力される映像信号が、ソース
バスラインＳＬ（ｍ＋１）～ＳＬ（Ｍ＋１１）にも流れることにより、画素容量Ｃｓｍ（
図５参照）のみに充電されるはずの映像信号の電荷の一部が、画素容量Ｃｓ（ｍ＋１）～
Ｃｓ（ｍ＋１１）にも充電されてしまう。結果、画素容量Ｃｓｍに対する電荷の充電が不
十分となる。
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【００１５】
　なお、スイッチ制御部１２０の制御に反してＯＮとなったスイッチＳＷは、一旦ソース
バスラインＳＬｍに映像信号を出力した後、スイッチ制御部１２０の制御に応じた正常な
状態に戻る。したがって、ソースバスラインＳＬｍ以外のソースバスラインＳＬに、ソー
スドライバ１１０が映像信号を出力する場合において、選択されていないソースバスライ
ンＳＬに、映像信号が出力されることはない。よって、画素容量Ｃｓｍ以外の画素容量Ｃ
ｓには、所望の電荷量が十分に充電される。
【００１６】
　以上のように、対向電極の電位が、ハイレベルからローレベルに切替わった後に、最初
に選択されるソースバスラインＳＬｍに接続された画素の画素容量Ｃｓｍと、これ以外の
画素容量Ｃｓとの充電率が不均一となり、結果、液晶表示装置が表示する表示画像におい
て、縦スジ等の表示不具合が発生する。
【００１７】
　ここで、特許文献１～３には、液晶表示装置における輝度ムラや表示ムラ等の表示不具
合を防止または抑制する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－２２７６２９号公報（２００５年８月２５日公開）
【特許文献２】特開２００６－３９１３０号公報（２００６年２月９日公開）
【特許文献３】特開平８－１６０３９４号公報（平成８年６月２１日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら、特許文献１～３に開示された技術は、各画素に接続されたソースバスラ
インが、ソースドライバに直接接続されている液晶表示装置に関するものであり、これら
の構成によって、図５を参照して説明した駆動方法とＡＣ対向駆動とを組み合わせた際に
発生する問題を解決することはできない。
【００１９】
　また、上述した問題を解決する方法として、対向電極の電位がハイレベルからローレベ
ルに切替わった直後から、ソースドライバ１１０が映像信号をソースバスラインＳＬに出
力する前までの期間に、プリチャージを行うことが考えられる。このプリチャージとは、
全てのスイッチＳＷをＯＮとし、ソースバスラインＳＬの電位を昇圧することである。こ
のように、ソースドライバ１１０が映像信号をソースバスラインＳＬに出力する前に、予
めソースバスラインＳＬの電位を昇圧しておくことにより、ソースバスラインＳＬｍに映
像信号を出力する際に、スイッチ制御部１２０の制御に反してスイッチＳＷがＯＮするこ
とを防ぐことができる。
【００２０】
　しかしながら、このプリチャージは、全てのスイッチＳＷをＯＮして、全てのソースバ
スラインＳＬの電位を昇圧するため、液晶表示装置の消費電力が増加するという、新たな
課題を引き起こす。
【００２１】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、消費電力の増
加を抑えつつ、画素が備える画素容量の充電率を均一にすることが可能な、液晶表示装置
およびその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明に係る駆動回路は、上記の課題を解決するために、
　互い直交する複数の映像信号線および複数の走査信号線の各交点に位置する画素に、共
通して設けられる対向電極の電位が２つの値の間で反転する表示装置に備えられ、上記各
映像信号線には個別にスイッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線されてお
り、上記各スイッチを切替えることによって、上記複数の映像信号線のうち１つの映像信
号線を順次選択し、当該選択した映像信号線に対応する映像信号を、当該選択した映像信
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号線に出力する駆動回路であって、上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反
転した直後に選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間を、それ以降に選択す
る上記映像信号線への上記映像信号の出力時間よりも長くすることを特徴としている。
【００２３】
　まず、上記映像表示装置においては、映像信号線にはスイッチが設けられ、映像信号線
は複数本ごとに結線されて、駆動回路の出力に接続されている。この液晶表示装置は、駆
動回路が各映像信号線に接続されたスイッチを切替えることにより、映像信号を出力する
映像信号線を順次選択するとともに、選択した映像信号線に対応した映像信号を、選択し
た映像信号に時分割に出力する駆動方法を用いている。さらに、上記の液晶表示装置にお
いては、対向電極の電位を２つの値の間で反転させる駆動方法を用いている。
【００２４】
　ここで、この２つの駆動方法を用いる液晶表示装置において、対向電極の電位が高い方
の値から低い方の値に反転した後の、最初に選択した映像信号線（以下、１本目の映像信
号線とする）に、駆動回路が、１本目の映像信号線に対応する映像信号（以下、１発目の
映像信号）を出力した場合、対向電極の電位の低下の影響を受けて、選択されていない映
像信号線に接続するスイッチがＯＮしてしまう。これにより、選択されていない映像信号
線と駆動回路の出力とが導通接続してしまい、対向電極の電位が高い方の値から低い方の
値に反転した後の、１発目の映像信号（以下、１発目の映像信号）が、選択されていない
映像信号線にも流れてしまう。
【００２５】
　また、選択されていない映像信号線に接続するスイッチは、一旦１発目の映像信号が駆
動回路より出力されると、駆動回路からの指示に応じた正常な状態に戻る。したがって、
駆動回路が、１本目の映像信号線以外の映像信号線に、１本目の映像信号線以外の映像信
号線に応じた映像信号を出力する際には、スイッチは正常な状態になっており、この映像
信号が選択されていない映像信号線に流れることはない。
【００２６】
　したがって、１本目の映像信号線に接続する画素の画素容量における、映像信号に応じ
た電荷の充電は、１本目の映像信号線以外の映像信号線に接続する画素の画素容量におけ
る、映像信号に応じた電荷の充電に比べ、時間を要することになる。
【００２７】
　ここで、本発明に係る駆動回路は、対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転
した後の、１発目の映像信号の出力時間を、１本目の映像信号線以外の映像信号線への映
像信号の出力時間よりも長くする。これにより、１本目の映像信号線に接続する画素の画
素容量への充電時間は、１本目の映像信号線以外の映像信号線に接続する画素の画素容量
への充電時間よりも長くなり、結果、全ての画素の画素容量における充電率が均一になる
。また、１発目の映像信号の出力時間を長くしたことによる消費電力の増加は、液晶表示
装置全体の消費電力に比べると、非常に小さなものであるため、液晶表示装置の消費電力
に影響を及ぼすことはない。
【００２８】
　以上より、本発明の駆動回路は、消費電力の増加を抑えつつ、画素が備える画素容量の
充電率を均一にすることができる。
【００２９】
　また、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、上記の課題を解決するために、
　互い直交する複数の映像信号線および複数の走査信号線の各交点に位置する画素に、共
通して設けられる対向電極の電位が２つの値の間で反転する表示装置の駆動方法であって
、上記各映像信号線には個別にスイッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線
されており、上記各スイッチを切替えることによって、上記複数の映像信号線のうち１つ
の映像信号線を順次選択し、当該選択した映像信号線に対応する映像信号を、当該選択し
た映像信号線に出力し、上記映像信号を出力する際には、上記対向電極の電位が高い方の
値から低い方の値に反転した直後に選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間
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を、それ以降に選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間よりも長くすること
を特徴としている。
【００３０】
　上記の構成によれば、本発明に係る駆動回路と同様の作用効果を奏する。
【００３１】
　また、本発明に係る駆動回路は、さらに、
　上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転した直後に選択する上記映像信
号線への上記映像信号の出力時間と、それ以降に選択する上記映像信号線への上記映像信
号の出力時間との差を、１つの上記映像信号出力線に接続される映像信号線の本数が多く
なればなるほど、大きくすることが好ましい。
【００３２】
　まず、対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転した後の、１本目の映像信号
線に、駆動回路が、１発目の映像信号を出力した場合、１つの映像信号出力線に接続され
る映像信号線の本数が多くなればなるほど、より多くの選択していない映像信号線に映像
信号が流れることになる。このことから、１本目の映像信号線に接続された画素の画素容
量における電荷の充電は、１つの映像信号出力線に接続される映像信号線の本数が多くな
ればなるほど、時間を要することになる。
【００３３】
　ここで、本発明に係る駆動回路は、上記構成を備えたことにより、１つの映像信号出力
線に接続される映像信号線の本数が多くなればなるほど、１本目の映像信号線への映像信
号の出力時間を長くすることになり、結果、全ての画素の画素容量における充電率が不均
一になることを防止できる。
【００３４】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、上記いずれかに記載の駆動回路を備えている。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明の駆動回路では、以上のように、互い直交する複数の映像信号線および複数の走
査信号線の各交点に位置する画素に、共通して設けられる対向電極の電位が２つの値の間
で反転する表示装置に備えられ、上記各映像信号線にはスイッチが設けられ、上記映像信
号線は複数本ごとに結線されており、上記映像信号線を順次選択するように上記スイッチ
を切替えるとともに、上記選択した映像信号線に対応する映像信号を、上記選択した映像
信号線に順次出力する駆動回路であって、上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の
値に反転した直後に選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間を、それ以降に
選択する上記映像信号線への上記映像信号の出力時間よりも長くする。
【００３６】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上のように、互い直交する複数の映像信
号線および複数の走査信号線の各交点に位置する画素に、共通して設けられる対向電極の
電位が２つの値の間で反転する表示装置の駆動方法であって、上記各映像信号線にはスイ
ッチが設けられ、上記映像信号線は複数本ごとに結線されており、上記映像信号線を順次
選択するように上記スイッチを切替えるとともに、上記選択した映像信号線に対応する映
像信号を、上記選択した映像信号線に順次出力出力し、上記映像信号を出力する際には、
上記対向電極の電位が高い方の値から低い方の値に反転した直後に選択する上記映像信号
線への上記映像信号の出力時間を、それ以降に選択する上記映像信号線への上記映像信号
の出力時間よりも長くする。
【００３７】
　したがって、本発明の駆動回路および液晶表示装置の駆動方法は、消費電力を増加させ
ることなく、画素が備える画素容量の充電率を均一にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、本発明に係る実施形態を図面に基づいて説明する。
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【００３９】
　〔実施形態１〕
　本実施形態の液晶表示装置は、複数のソースバスラインを束ねた組ごとに、１つのビデ
オラインを接続し、ソースドライバが、ビデオラインを介して各ソースバスラインに映像
信号を時分割して出力する駆動方法を用いる液晶表示装置である。
【００４０】
　（液晶表示装置１の構成）
　以下に、本実施形態に係る液晶表示装置１の構成を、図２を参照して以下に説明する。
図２は、液晶表示装置１の構成を示すブロック図である。
【００４１】
　図２に示すように、液晶表示装置１は、液晶表示部１０と、液晶表示部１０を駆動する
映像信号駆動部２０（駆動回路）およびゲートドライバ３０と、映像信号駆動部２０およ
びゲートドライバ３０に制御信号を出力する制御部４０と、を備えている。
【００４２】
　液晶表示部１０は、互いに直交する１２×ｍ本のソースバスラインＳＬ（ＳＬ１、ＳＬ
２、・・・、ＳＬ（１２ｍ））およびｎ本のゲートラインＧＬ（ＧＬ１、ＧＬ２、・・・
、ＧＬｎ）と、ソースバスラインＳＬとゲートラインＧＬとの各交点に位置する画素Ｃｉ
ｊ（ｉ＝１、２、・・・、ｎ、ｊ＝１、２、・・・、１２ｍ）と、１２×ｍ個のスイッチ
ＳＷ（ＳＷ１、ＳＷ２、・・・、ＳＷ１２）とを備えている。ゲートラインＧＬ（走査信
号線）は、ゲートドライバ３０に接続しており、ソースバスラインＳＬ（映像信号線）は
、スイッチＳＷを介してｍ本のビデオラインＶＬ（ＶＬ１、ＶＬ２、・・・、ＶＬｍ）そ
れぞれに接続している。具体的には、ソースバスラインＳＬは、１２本ごとに１組として
束ねられて結線されており、各組ごとに、１つのビデオラインＶＬに並列に接続し、この
ビデオラインＶＬを介して、映像信号駆動部２０の映像信号出力端子（図示しない）に接
続されている。さらに、スイッチＳＷは、液晶信号駆動部２０が備えるスイッチ制御部（
スイッチ制御手段）２２と接続しており、スイッチ制御部２２からのスイッチ制御信号Ｓ
Ｃに基づき、ビデオラインＶＬとソースバスラインＳＬとを導通接続するか否かのスイッ
チのＯＮ・ＯＦＦを切替える。
【００４３】
　（画素Ｃｉｊの構成）
　次に、ソースバスラインＳＬとゲートラインＧＬとの交点に配置された各画素Ｃｉｊの
構成について、図３を参照して説明する。図３は、画素Ｃｉｊの構成を示す模式図である
。
【００４４】
　図３に示すように、各画素Ｃｉｊは、スイッチング素子（以下、画素Ｔｒとする）およ
び画素電極ＶＤと、画素電極ＶＤに対向して配置された対向電極ＶＣＯＭと、画素電極Ｖ
Ｄと対向電極ＶＣＯＭとの間に挟まれた液晶素子Ｃｒと、画素容量Ｃｓとを備えている。
なお、本実施形態においては、画素ＴｒとしてＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トラ
ンジスタ）を用いるが、本発明はこれに限るものではない。
【００４５】
　画素電極ＶＤは、画素Ｔｒのドレイン端子に接続され、画素Ｔｒのゲート端子は、交差
部近傍のゲートラインＧＬに接続され、画素Ｔｒのソース端子は、交差部近傍のソースバ
スラインＳＬに接続されている。画素容量Ｃｓは、一方の電極が画素Ｔｒのドレイン端子
に接続しており、他方の電極には、電圧ＴＦＴＣＯＭが印加されている。
【００４６】
　（スイッチＳＷの構成）
　本実施形態におけるスイッチＳＷの構成は、図７に示すスイッチＳＷの構成と同じであ
る。具体的には、各スイッチＳＷは、ＦＥＴからなる２つのサンプリングＴｒ１３０およ
びＴｒ１３１より構成されている。サンプリングＴｒ１３０およびＴｒ１３１のゲート端
子には、スイッチ制御部２２からのスイッチ制御信号ＳＣが入力され、サンプリングＴｒ
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１３０およびＴｒ１３１は、スイッチ制御信号ＳＣに基づいて、ビデオラインＶＬとソー
スバスラインＳＬとを導通または遮断する。なお、本実施形態において、サンプリングＴ
ｒ１３０およびＴｒ１３１は、スイッチ制御信号ＳＣが１０ＶのときにＯＮし、スイッチ
制御信号ＳＣが０ＶのときにＯＦＦするものとするが、本発明に係る液晶表示装置１はこ
れに限るものではなく、スイッチ制御信号ＳＣの電圧は、他の電圧としてもよい。
【００４７】
　また、本実施形態におけるスイッチＳＷは、サンプリングＴｒ１３０およびＴｒ１３１
を備える構成であるが、本発明はこれに限るものではなく、スイッチＳＷがサンプリング
Ｔｒ１３０のみを備える構成であってもよい。
【００４８】
　（駆動方法）
　次に、液晶表示装置１における、液晶表示部１０の駆動方法について説明する。まず、
ゲートドライバ３０は、制御部４０からの初期化信号ＩＮＩ、ゲートスタートパルス信号
ＧＳＰ、ゲートクロック信号ＧＣＫなどの各種の制御信号に基づいて、走査信号を、ゲー
トラインＧＬに選択的に出力する。走査信号を出力されたゲートラインＧＬに接続する各
画素Ｃｉｊにおいては、各画素ＴｒがＯＮし、ソースバスラインＳＬと画素電極ＶＤおよ
び画素容量Ｃｓとを導通接続する。さらに、映像信号駆動部２０は、制御部４０からのデ
ータクロック信号ＳＣＫなどの制御信号に基づいて、ソースバスラインＳＬを選択し、選
択したソースバスラインＳＬに、映像信号を出力する。これにより、映像信号駆動部２０
は、ゲートドライバ３０によって選択されたゲートラインＧＬに接続する画素Ｃｉｊごと
に、各画素に対応した映像信号を出力する。
【００４９】
　ここで、本実施形態に係る液晶表示装置１において、ソースバスラインＳＬは、１２本
ごとに１組として、各ソースバスラインＳＬに直列に接続されたスイッチＳＷを介して、
各組ごとに１本のビデオラインＶＬに並列に接続されている。したがって、映像信号駆動
部２０は、ビデオラインＶＬを介して各ソースバスラインＳＬに映像信号を時分割して出
力し、液晶表示分１０を駆動する。
【００５０】
　以下に、本実施形態における、映像信号駆動部２０の詳細な駆動方法について説明する
。まず、ソースドライバ２１が、ソースバスラインＳＬ１に、映像信号を出力する場合、
スイッチ制御部２２は、スイッチＳＷ１をＯＮするハイレベル（１０．０Ｖ）のスイッチ
制御信号ＳＣ１を、スイッチＳＷ１に出力する。スイッチＳＷ１は、ハイレベルのスイッ
チ制御信号ＳＣ１を入力すると、ビデオラインＶＬ１とソースバスラインＳＬ１とを導通
接続する。さらに、ソースドライバ２１は、スイッチＳＷ１の切替わりに応じて、映像信
号をビデオラインＶＬ１を介してソースバスラインＳＬ１に出力する。このとき、スイッ
チ制御部２２は、ローレベル（０．０Ｖ）のスイッチ制御信号ＳＣ２～ＳＣ１２を出力し
、スイッチＳＷ２～ＳＷ１２をＯＦＦにしている。これにより、ソースドライバ２１から
の映像信号が、ソースバスラインＳＬ２～ＳＬ１２に出力されることはない。
【００５１】
　次に、ソースドライバ２１が、ソースバスラインＳＬ２に、映像信号を出力する場合は
、スイッチ制御部１２０が、スイッチＳＷ２をＯＮするとともに、スイッチＳＷ１、およ
びＳＷ３～ＳＷ１２をＯＦＦにする。ソースドライバ２１は、スイッチＳＷ２の切替わり
に応じて、映像信号をビデオラインＶＬ１を介してソースバスラインＳＬ２に出力する。
このように、スイッチ制御部２２が、ビデオライン１に導通接続するソースバスラインＳ
Ｌを順次選択するように、スイッチＳＷ１～ＳＷ１２を順次切替え、かつ、スイッチＳＷ
１～ＳＷ１２の切替えに応じて、ソースドライバ２１が、選択されたソースバスラインＳ
Ｌに対応した映像信号を、ビデオラインＶＬ１に出力する。これにより、映像信号駆動部
２０は、ソースバスラインＳＬ１～ＳＬ１２に、ソースバスラインＳＬ１～ＳＬ１２の各
々に対応した映像信号を時分割に出力することになる。
【００５２】
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　映像信号駆動部２０は、以上の動作を、他のビデオラインＶＬに接続されたソースバス
ラインＳＬに対して行うことにより、ソースバスラインＳＬに接続された各画素Ｃｉｊに
対して、映像信号を出力することになる。
【００５３】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１は、対向電極ＶＣＯＭ（図３参照）の電位を、
所定のタイミングで、ハイレベルとローレベルとの２つの電位間で交互に反転させる対向
ＡＣ駆動を行う。また、この対向ＡＣ駆動においては、対向電極ＶＣＯＭの電位の反転に
応じて、対向電極ＶＣＯＭの電位を基準とした対向電極ＶＣＯＭと画素電極ＶＤとの電位
差の極性（以下、対向電位極性とする）が反転するように、ソースドライバ２１は、映像
信号の電圧を反転する。
【００５４】
　以下に、図４を参照して、本実施形態の液晶表示装置１における、対向電極ＶＣＯＭの
電位の反転タイミングを説明する。図４は、ゲートスタートパルスＧＳＰ、ゲートクロッ
ク信号ＧＣＫ、ゲートラインＧＬへの走査信号、および対向電極ＶＣＯＭの電位の変化を
示すタイミングチャート図である。なお、液晶表示装置１の制御部４０は、ゲートクロッ
ク信号ＧＣＫを、２つの信号に分割し、ゲートクロック信号ＧＣＫ１およびＧＣＫ２の２
つの信号によって、ゲートドライバ３０を制御している。このように、２つのゲートクロ
ック信号ＧＣＫ１およびＧＣＫ２を用いることにより、ゲートクロック信号のパルスがオ
ーバーラップすることを防止できる。
【００５５】
　ゲートドライバ３０は、制御部４０より、図４に示すゲートクロック信号ＧＣＫ１およ
びＧＣＫ２を入力され、図４に示すように、ゲートクロック信号ＧＣＫ１およびＧＣＫ２
の立上りおよび立ち上がりに応じて、ゲートラインＧＬを順次選択し、選択したゲートラ
インＧＬに走査信号を出力する。ここで、対向電極ＶＣＯＭの電位は、ゲートドライバ３
０が、ゲートラインＧＬに走査信号を順次出力するごとに、言い換えれば、一水平走査期
間ごとに反転する。さらに、この対向電極ＶＣＯＭの電位の反転は、ゲートドライバ３０
が走査信号を出力していない期間に行われる。なお、液晶表示装置１においては、対向電
極ＶＣＯＭのハイレベルの電位を５．０Ｖとし、ローレベルの電位を１．０Ｖとするが、
本発明はこれに限るものではなく、対向電極ＶＣＯＭの電位は、上記以外の値としてもよ
い。さらに、液晶表示装置１においては、一水平走査期間ごとに、対向電位極性が反転し
ているが、本発明はこれに限るものではなく、複数の水平走査期間ごと、または、１フレ
ームごと等の、その他の所定のタイミングで、対向電極ＶＣＯＭの電位を反転させる構成
であってもよい。
【００５６】
　以上のような、１つのビデオラインＶＬに並列に接続されたソースバスラインＳＬに、
映像信号を時分割に出力する駆動方法と、対向ＡＣ駆動とを組み合わせた場合、対向電極
ＶＣＯＭの電位が、ハイレベルからローレベルに反転した後に、スイッチ制御部２２によ
って最初に選択されるソースバスラインＳＬ（本実施形態においては、ソースバスライン
ＳＬ１）に、映像信号をソースドライバ２１が出力すると、この映像信号は、選択されて
いない他のソースバスラインＳＬ２～１２にも出力されてしまう。これは、図６および図
７を参照して既に説明したように、対向電極ＶＣＯＭの電位が、ハイレベルからローレベ
ルに変化することにより、フローティングの状態にあるソースバスラインの電位が低下し
、結果、サンプリングＴｒ１３０（図７参照）のドレイン電圧がゲート電圧を下回り、サ
ンプリングＴｒ１３０がＯＮしてしまうことに起因している。
【００５７】
　ここで、本実施形態に係る液晶表示装置１において、映像信号駆動部２０は、対向電極
ＶＣＯＭの電位がハイレベルからローレベルに反転した直後に、スイッチ制御部２２によ
って最初に選択されるソースバスラインＳＬへの映像信号の出力時間を、それ以降にスイ
ッチ制御部２２によって選択されるソースバスラインＳＬへの映像信号の出力時間よりも
長くする。
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【００５８】
　以下に、映像信号駆動部２０からソースバスラインＳＬへの、映像信号の出力タイミン
グを、図１を参照して説明する。図１は、ゲートクロック信号ＧＣＫ１およびＧＣＫ２と
、スイッチ制御信号ＳＣと、対向電極の電位の変化とを示すタイミングチャート図である
。なお、本実施形態の液晶表示装置１においては、スイッチ制御部２２が、スイッチＳＷ
をＯＮするタイミングに同期して、ソースドライバ２１は、ＯＮしたスイッチＳＷに接続
されたソースバスラインＳＬに、当該ソースバスラインＳＬに対応した映像信号を出力す
る。
【００５９】
　図１に示すように、対向電極ＶＣＯＭの電位がハイレベル（５．０Ｖ）からローレベル
（１．０Ｖ）に反転した後の、最初に映像信号を出力するソースバスラインＳＬ１を選択
するために、スイッチ制御部２２は、時間Ｔ１の間、スイッチＳＷ１をＯＮするスイッチ
制御信号ＳＣ１を、言い換えれば、ハイレベルのスイッチ制御信号ＳＣ１をスイッチＳＷ
１に出力する。ソースドライバ２１は、スイッチＳＷ１がＯＮしている期間、ソースバス
ラインＳＬ１に対応した映像信号を、ビデオラインＶＬ１に出力する。次に、スイッチ制
御部２２は、時間Ｔ１の間、スイッチＳＷ１をＯＮした後、スイッチＳＷ２～１２に対し
て、ハイレベルのスイッチ制御信号ＳＣ２～ＳＣ１２を、時間Ｔ２ずつ順次出力する。こ
れにより、ソースバスラインＳＬ２～ＳＬ１２は、それぞれ時間Ｔ２ずつ、順次選択され
る。ソースドライバ２１は、各スイッチＳＷ２～１２のＯＮしている期間に合わせて、選
択されたソースバスラインＳＬ２～ＳＬ１２に対応する映像信号を、ビデオラインＶＬ１
に順次出力する。
【００６０】
　この後、ビデオラインＶＬ２～ＶＬｍに接続されるソースバスラインＳＬ１３～ＳＬ（
１２ｍ）については、スイッチ制御部２２が、ハイレベルのスイッチ制御信号ＳＣ１～Ｓ
Ｃ１２を時間Ｔ２ずつ順次出力し、映像信号が出力されるソースバスラインＳＬを選択す
るとともに、ソースドライバ２１が、選択されたソースバスラインＳＬに対応する映像信
号を、時間Ｔ２ずつ、ビデオラインＶＬ２～ＶＬｍのそれぞれに順次出力する。
【００６１】
　ここで、スイッチ制御部２２は、対向電極ＶＣＯＭの電位がハイレベルからローレベル
に反転した後の、最初に選択されるソースバスラインＳＬ１の選択時間Ｔ１を、それ以降
に選択されるソースバスラインＳＬの選択時間Ｔ２よりも長くしている。これにより、ソ
ースバスラインＳＬ１への映像信号の出力時間は、ソースバスラインＳＬ２～ＳＬ（２ｍ
への映像信号の出力時間より長くなる。
【００６２】
　このように、対向電極ＶＣＯＭの電位がハイレベルからローレベルに反転した後の、最
初に映像信号を出力するソースバスラインＳＬ１への映像信号の出力時間を長くすること
により、ソースバスラインＳＬ１に対応する映像信号が、選択されていないソースバスラ
インＳＬ２～ＳＬ１２に出力されたとしても、ソースバスラインＳＬ１に接続する画素Ｃ
ｉｊの画素容量Ｃｓには、ソースドライバ２１からの映像信号に応じた電荷が十分に充電
されることになる。したがって、各画素容量Ｃｓの充電率が不均一となることに起因する
、液晶表示装置の表示不具合を防止または抑制できる。
【００６３】
　なお、本実施形態に係る液晶表示装置１においては、１つのビデオラインＶＬに対して
、１２本のソースバスラインＳＬを接続する構成としているが、本発明はこれに限るもの
ではなく、１つのビデオラインＶＬに接続するソースバスラインの本数は、２本以上であ
れば適宜変更可能である。ここで、１つのビデオラインに接続されるソースバスラインＳ
Ｌの本数が多くなればなるほど、対向電極ＶＣＯＭの電位がハイレベルからローレベルに
反転した後に、最初に選択されたソースバスラインＳＬ１に映像信号を出力する際、より
多くの選択されていないソースバスラインＳＬに映像信号が流れることになる。結果、ソ
ースバスラインＳＬ１に接続された画素Ｃｉｊの画素容量Ｃｓにおける充電が滞ることに
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、多くなればなるほど、映像信号駆動回路２０は、対向電極ＶＣＯＭの電位がハイレベル
からローレベルに反転した後の、最初に選択されたソースバスラインＳＬ１への映像信号
映像信号の出力時間を、それ以降にスイッチ制御部２２によって選択されるソースバスラ
インＳＬへの映像信号の出力時間よりも長くすることが好ましい。
【００６４】
　また、本実施形態に係る映像信号駆動部２０は、一水平走査期間において、映像信号を
出力するソースバスラインＳＬを選択するにあたり、ソースバスラインＳＬ１を最初に選
択し、ソースバスラインＳＬ（１２ｍ）まで順に選択する構成としているが、本発明にお
ける、映像信号を出力するソースバスラインの選択の順序は、これに限るものではない。
【００６５】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００６６】
　本発明の液晶表示装置の駆動回路は、例えばテレビ、携帯電話などの液晶表示装置を有
する機器に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明の実施形態に係る、一水平走査期間中における、各ソースバスラインへの
映像信号の出力タイミングを示すタイミングチャート図である。
【図２】本発明の実施形態に係る、液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る、液晶表示装置が備える各画素の構成を示す説明図であ
る。
【図４】本発明の実施形態に係る、対向電極の電位の反転タイミングを示すタイミングチ
ャート図である。
【図５】従来例における、液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図６】従来例における、対向電極の電位がハイレベルからローレベルに反転した際の、
ソースバスラインの電位の変化を示す説明図である。
【図７】従来例における、スイッチング素子の構成を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６８】
　１　　　　液晶表示装置
　１０　　　液晶表示部
　２０　　　映像信号駆動部（駆動回路）
　２１　　　ソースドライバ
　２２　　　スイッチ制御部（スイッチ制御手段）
　３０　　　ゲートドライバ
　ＧＬ　　　ゲートライン（走査信号線）
　ＳＬ　　　ソースバスライン（映像信号線）
　ＶＬ　　　ビデオライン
　ＳＷ　　　スイッチ
　Ｃｉｊ　　画素
　ＶＣＯＭ　対向電極
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